

























1. 『少年Jにおける解釈方法論、 2.テーマの二重構造、 3.耽美的枠組、
4.想像から創作へ、 5.結論。


























































































































































































































































































































































































































「土」 「水」 「空気」 「火」とに分離した四大元素の一つで、ある。例えば、古
代ギリシアのミレトス学派の自然哲学者であるアナクシメネス（紀元前585-528頃）
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④笠原伸夫 「日常の彼方へ」 『谷崎潤一郎宿命のエロスJ53頁、冬樹社、 1980・6
①東郷克美 「子ども・遊び・祭り一谷崎潤一郎の快楽－J f三田文学j第38巻14号、 57頁、 1993












る。 ( r現色世界の美術第4巻 イタリア 2J、p.52、p.73、小学館、 1974、初版3刷発行）
結局、蛇は以前よりある違法の行為を罰するために使われた動物である。谷崎がこの動物をわざと
選んだのはいうまでもない。
Ql)Classen. C. Joachim.”Anaximander and Anaximenes: The Earliest Greek Theories of Change" 
Phronesis 2:. p.89・102.,1977 
4ゆKelleyL. Ross 、”Yin& Yang and the I CHING”（http:/www.friesian.com/yinyang.htm) 
。銭娩波 「谷崎潤一郎の思想性の在処について一 「麟麟」における漢学受容を中心に」杏林大学研究
報告、教養部門、第19巻、 pp.117-125、2002
＊討議要旨
宗雪修三氏は、谷崎の女性観は、フェミニズムではなくマゾヒズムではないのか、と尋ね、発表者
は、今執筆中の博士論文全体ではマゾヒズムも扱っている、彼の中心的主題はマゾヒズムだが、付随
的に、女性に権力を与えるという形でのフェミニズムが出てくる最初の作家であるといえる、と答え
た。
鈴木孝夫氏は、谷崎が 「痴人の愛」で西洋の女性を最高の美の基準としているように、日本人には
西洋女性崇拝が存在するが、東洋と西洋の接点にあるトルコではどうなのか、と尋ね、発表者は、 ト
ルコでは同じ家族の中で西洋系と東洋系の外見を持った人間がいるし、かつてハーレムにはやはり両
方の系統の女性がいた、美の概念は広い、と答えた。
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